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書評

　　　　　　　　 愛国 と民主の 背後に あるもの

一水羽信男 『中国の愛国と民主一章乃器とその時代』（汲古書院，2012年）を読む一

緒形　康

　2009 年に 中国 の 論壇 に衝撃 を与 えた 1 っ の 事件を紹介す る こ とか ら
，

こ の 書評を始 め

たい
。

こ の 年の 3月 19 日付 『南方週 末』で ， 聶紺弩の 冤罪が 聶の 親友，黄苗子 の 密告 に

由来す る こ とを暴い た章詒和の 文章が掲載 され た 。
4 月 2 日， 同じ著者が ， 父 で あ る 「右派」

章伯釣の 日常生活を監視す る ス パ イ と して ， 長 く 『読書』編集長 を務めた馮亦代が送 り込

まれ て い た こ とを告発 した 。 これ らをめ ぐっ て 4A29 日に 行われ た座談会 は 白熱 した議

論 を展開 して い る。密告やス パ イ 活動の 日常化 は ， 個人 の 資質に還元 して 済む問題で ある

か 。 彼 らは 中共 の 極権主義の 不幸な犠牲者 と言 えるの か 。 儒教文化に こ の 問題の 遠因を求

め る こ とは妥当か。参加者 は，章詒和 を筆頭 に，徐暁 ， 羅 原 ， 劉 自立 ， 崔衛平，章立凡 ，

徐友漁 ， 廬躍剛 ， 田暁青 ， 梁暁燕，徐 星，蒲志強の 諸氏で ，
1957 年反右派闘争の 犠 牲者

の 後裔に加 え ， 民主 化運 動 や維憲 運動に おい て数 々 の弾圧に 曝 されて きた公 共知識人 を含

んで い る。

　章乃器 の 子息 ， 章立 凡は こ う述べ る 。 キ リス ト教文化 は，宗教裁判所 にお い て 神 へ の 密

告 を制度的 に保障す る もの だ っ た 。 儒教文化 に あ っ て は，「親親 」 の 原則 に 照 らして 宗族

や年長者 に 対す る密告は回避 され は した が
， 礼教体制 が しば しば人 を殺 した 。 これ に対 し

て ，
レ ー ニ ン ・ ス ター

リンが発 明 した極権主義文化 は ， 抗 日戦争期の 延 安に移植 され た後，

1950年代 には 中国全土 に普及 し ，
「魂 に触れ る革命」 （文 化大 革命） とい う名 の 下 で 密告

とス パ イ活 動 を奨励する体制を生 み出 し
， 現在 に至 っ て い る 。 徐友漁は ， 東 ヨ

ー
ロ ッ パ や

旧 ソ連で ， 体制 が崩 壊 した後 に よ うや く極権 主義文化の 全 容が 明 るみ に 出た こ と と比 べ
，

中国知識人が ，極権主義 の い まだ終焉 しない 現代 中国にお い て 密 告や ス パ イ を清算す る勇

気 を持 っ て い る こ とに
一

抹の 希望を 見出 して い る
1〕

。

　聶紺 弩や 章伯釣 にお け る 黄苗子，馮亦代 は ，章乃器 に あっ て は民主党派の 親友 ， 同志た

ちで ある。特に元夫人 ， 胡子嬰 の 激 しい 告発 は良く知 られ て い る 。 本書の 著者 は
， 終章で

，

彼女が 1945 年 に書 い た 小説 「灘」 を取 り上 げ，章乃器 がモ デル と思 しい 男 尊 主義の 権化

の よ うな登 場人 物に触れ なが ら ， 愛国 と民主 に 向けた章乃器 の思想が持 つ ある種の 限界 を

指摘 した （223−227頁）。
しか し

， 私 は む し ろ ， 胡子嬰が 45 年か ら 57 年の 反右派闘争に

1）　章詒和 「告密一 誰把聶紺 弩送進 了監獄 ？」，同 「臥底
一

他走進 了章家大門」，「中年知識分

子 聚談
“

告密
”

」，羅銀勝主編 『記憶的修復一 『告密』事件面面観』時代国際出版有限公 司 ，2009 年，

所収 ， を参照 。
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至 るまで ，か くも長い 間，章乃器 へ の 憎悪 を持続 させ た こ とに ， 何 か尋 常でな い もの を感

じた 。 章 乃器 に対 す る執拗 な告発 は ， 裏を返 せ ば ， 自らの 正 当性 と潔 白を相手 に 納得 させ

る行為で もある。彼女は他者 を徹底的に 攻撃す る中で 自らの 無実の ア リバ イ 作 りを懸命に

行 っ て い たの で は ない か 。 章立 凡 の 書い た 『都 門滴居 録』（本書で も しば しば参照 され て

い る）は ， 彼 女が章乃器 と結婚 す る前の 夫で あ っ た徐梅坤 との 間に起 こ っ たある出来事を

記 して い る。

　徐梅坤は ， 中共草創期 に上海 の 労働運 動 の 組織作 りに 携わ っ た 党員 で ある 。 彼 は ， 章乃

器 の 次弟，章秋 陽た ち と共 に，陳独秀が 指導 した 27年 3 月 の 上海武 装蜂起 に参加 した 。

同年 8 月 ， 徐 は国 民党に逮捕 され る 。 そ の 獄 中を訪れ た妻の 胡子嬰 は，「浙江省 の 党組織

を破壊 して 」 出獄す る よ う， 徐 に懇願 した 。 その 場 で ， 徐 は提案 を拒絶した 。 明 くる 28年 ，

胡子嬰 は ，章秋陽の 求 めで 徐梅坤救 出に 奔走 して い た章乃器 と再婚す る 。 以上 の こ とは ，

35年 に獄 中か ら無事釈放 された徐の 回想録 『九 旬憶旧』（85 年）に語 られ て い る 。 ただ ， 『大

公 報』主筆 ， 王 芸雲 も ，
52 年 4 月 19 日に ， 上海 工 商界 の 五 反 運動 を指導 した 際，胡子 嬰

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2｝
の 「資産階級思想」 を厳 し く告発 した模様だ が， こ の 出来事 には触れ て い ない 。 徐梅坤

が胡子 嬰の 死 後まで ，そ の 事実を伏 して い たか らで あ ろ う。

　章 乃器 が密 告 とス パ イ に深 く傷つ い た よ うに ， 胡 子 嬰 もま た ， 建 国後 ，商業部副 部長，

中華全 国工 商会副委員長 ， 全国政治協商会議常務委員 ， 民主建 国会第 2 期 ・第 3 期中央委

員な どの 要職 を歴任す る中で ，過去 に 冒した反 革命の 罪状 を告発 され る こ とに怯 えて い た

の で はな い だ ろ うか 。 35年の 救国会運 動 にお い て ， 章乃器 が李宗仁や 白崇禧 ら西 南軍閥

と秘密の 電報 コ ー ドを共有 し て い たこ とを暴き ， 他方で
， 章乃器 と協力 して ，方 志敏の 獄

中書簡 を宋慶齢経 由で延安 に届 けた事実を隠蔽 したの は ， 彼女の 自己 防衛 の なせ る結果 で

あ り， その こ とで
一
概に彼 女を非難す る こ とはで きない

。

　章立 凡 や徐友漁 は ，
こ うした被害 と加害が背 中合 わせ の 関係 を強い る もの を 「極権主 義」

と呼ん だ 。 中国で は ，ハ ンナ ・ア レ ン トの 『全 体主義の 起源』を 『極権主義の 起源』 と訳

して い る よ うだか ら ， 極権主義は 「全体主義亅 と表現 して 大過ない の か もしれない 。 けれ

ども ，
モ ス クワ 経由の こ の 無神論文化 が ， 延 安の 整風 運動以 来，儒教文化 （何清漣 なら 「蔕

会文化」 と呼ぶ だ ろ うが） と結合 した こ とを重 視すれ ば，極権主義 はや は り，
フ ァ シ ズ ム ・

ナ チ ズム ・ス ター リニ ズ ム の 総称で あ る 「全体主義」 と分 けて 考 える の が適 当で あ ろ う。

極権主義 は ， 個人 が沈黙す る 権利 を否定 し ， 個人の 私的領域 を一
切認 めない

。 それ は個 の

尊厳を踏み に じる体制 を築き上げた 。
こ の こ とが どれほ ど痛ま しい個 の崩壊 をもた らすか

は ， 胡子 嬰の 事例を見て も明 らか で ある 。 本書が 考察の 対象 とす る 1920 〜 50年代の 中国

とは ，
こ の 極権主義の 創成期 に 当た る 。 で ある な らば ， 章乃器 とその 時代 を語 る こ とは ，

極権主義 の 起 源 と生成 を考察 し，極権主義を清算す る方途 を見 出す こ とに繋が るはずで あ

る 。

　密告 と ス パ イ の 世界 と決別するた め には ， 胡子嬰 に つ い て試み た よ うに，ある証言 を別

2） 楊奎松 『忍不住的
“

関懐
”一一 1949年前後的書生 与政治』広西師範大学出版社，

2013 年 ，
138 頁 。
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の 証 言 と照合 し ， 被害者 と加 害者それ ぞれ の 証言が持 つ 作為や意図を可能 な限 り相対化 し

なが ら，歴史の 真相に近 づ く作業を続 け るこ とが必 要で あ り ， 告発者や ス パ イが妻子 ，子

女 ，友人 で ある こ とが，被害者 の 救済に寄与 したな ど と弁護す べ きで は ない
3）
。で は，本

書は，証言の 持 つ 作為や意図を， 複数の コ ン テ クス トの 中に置 く作業を注意深 く行 っ て い

るだ ろ うか 。 章乃器の 思想 と行動 に現れ た愛国 と民主の 諸特徴 に即 して ，本書 が どの よ う

に歴 史の 真相 に近 づ こ うと した か を検討 して み よ う。

1　 胡風 は本 当に 章乃 器を 「民族主 義者 」 と考えた の か

　章乃器 が文 革期 （67年 12月 17 日） に執筆 した供述書 は， 「私与救国会」 とい う題 で ，

救国会に 関す る資料集 （81 年） に収録 され た
4）

。 それ が
，

どれだ けの 迫害と， どれほ どの

改竄を経て 定稿 とされ た か は知 る由もない
。 こ の 中に ，

「国際主義者」 で あ り国際的 な地

位 を有す る魯迅の 葬儀に ，救国会 の 「民 族主義者」 を参加 させ る べ きで は ない と胡風 が反
　 　 　 　 　 　 　 5）

対す る件 が ある 。 著者はそ の 経緯 を取 り上 げて ，「章乃器 に と っ て
， 外か らの 侵略に抵抗

す る愛国 の 議論 は ，
い わず もが な の 前提 と して位置づ け られた の で ある。胡 らの 対応 に は

そ れな りの 論拠 が あ っ た とい えよ う」 （214頁 ） と記 す 。 けれ ども， こ の 章乃器証言 に は

幾重 もの 被害 と加害の か らみ 合い が あ り， そ れ らを解き ほ ぐす こ とな しに歴 史の 真相 に 到

達す る こ とは で きない よ うに思 う。

　まず，こ の 証 言 が 書か れ た 67 年 12 月 の 時 点で ，胡風 は反革命集団の 首領 とい う冤罪 を

免れ て い ない 。 章乃 器が胡風 を盾 に， 自らの 正 当性 を訴 え たか っ た気持 ち は 良 く分 か る。

しか し ， 章は 「い わず もが な の」 民族主 義者で はあ り得 なか っ た 。 胡風 との 衝突が あ っ た

36 年 に お い て は ， なお の こ とそ うで あ っ た 。

　話 は 34年に 遡 る 。 そ の 4 月 20 日，中国民族 自衛委員会籌備 会 は 「中国人民対 日基本綱

領 」 を公 開発 表す る 。 宋慶齢を筆頭 に，章乃器 も含 め 1779人が署名 した。実は ，
こ の 文

書は ，
33 年 10月 27 日に ，

コ ミン テ ル ン 駐在中共代表 団の 王 明 と康生が ， 日本帝国主義

に対抗す る広 範な民 族統
一

戦線を組 織す る こ とを提案 した 6 大綱領に 対 して ，上 海の 臨時

中央政治局 が加筆修正 を加 えた文 書で あ る 。 章乃器の 愛 国は
， そ もそ もの 始ま りか らコ ミ

ン テ ル ン の 国際主義 との 関係 性 の 中で 形 成 され た もの だ っ た
6）

。 著者 も， こ の 王 明 ・康生

文 書の存在を無視す るわ けで はない 。 に もか か わ らず，章乃器 らによ っ て 「主体的 に」 受

け入 れ られ た こ との 方が よ り重 要だ と言 う （40頁）。 ただ ，その 主 体性の 根拠が本書の 中

で示 され る こ とは なか っ た。付言す れ ば ， 36年 7 月 15 日に発表 され た 「団結禦侮的幾個

3）　同上 ， xxiv 頁 。

4）　 中国社会科学院近代史研究所・中華民国史研究室主編，周 天度編 『救国会』中国社会科学出版社，

1981年 ，
430−450頁 。

5）　同上 ，
437 頁 、

6）　載茂林，曹仲彬 『王 明伝』 中央党史 出版 社，2008 年，188−89 頁。原 著は ，吉林 人民 出版社，

1991年。
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基本条件与最低要求」 は
， 章の 文名 を高か ら しめた文章だ が

，
こ れ も彼の オ リジナル で は

な い 。 先 に 引い た 「私与 救 国会」 （438頁） に あ る通 り ， 潘漢年 が胡愈之 に命 じて 執筆 さ

せ た原 稿 を基 に ， 章が よ りラデ ィ カル な内容 に修正 した もの だ っ た。

　魯迅 の 逝去 は ， 章 と中共が以 上 の よ うに密接 に連携 しなが ら抗 日運動 を模索 して い た最

中の 36年 10月 19 日の 出来事 で ある 。 胡風 と章乃器 の 先の や り取 りは ， 魯迅 追悼式 で 誰

が魯迅 の 棺を担 うか を議論す る中で 交わ され た もの だ 。

　当時の 上海 の 左 翼文芸 戦線は 「2 っ の ス ロ ーガ ン 」 問題 で 深 刻な内部対 立に あ っ た。 周

揚 に代表 され る左翼文学者 は ， 抗 日戦争 を遂行す る際，国民党 との 闘争 よ りも，広範な反

フ ァ シ ズ ム 民族統
一

戦線の 結成を重視 した
。 章乃器 らに よる救国会の 活動 も同 じ偏 向を有

す る と胡風 は考えた 。 魯迅告別式 に お い て ， 救 国会メ ン バ ーが棺を担 うこ とに胡風が反対

した の は ，
「国際主義」 の 立 場か ら抗 日戦争を闘 うこ とが国民党へ の 屈 服 に繋が っ て は な

らない とい う信念か ら出た行為で あ っ た 。 だか ら ， 胡 風 が こ の 時点で
， 章乃器 を 「民族 主

義者」 と評 した可能性 は まず なか っ た の で あ る。

　37 年 7 月 の 盧溝橋事件勃発後，中共 中央 は抗 日戦線にお け る独立 自主 と党の ヘ ゲモ ニ ー

強化 をは っ きりと目指す よ うにな る 。 8月の 洛川会議 は ， 抗 日戦線にお け る 「右傾投降主義」

を強 く警戒す る諸決議 を提出 した。 こ の 頃 ，潘漢年は上海 に て 国民党 との 間で 統
一

戦線の

構築 に向けた協議 を繰 り返 して い たが ，協議 は難航 して お り，総書記 の 張聞天 や毛 沢東は ，

彼 に強 い 不満 を抱 い て い た 。 6 月 11 日 ， 張 は ， 劉 暁 を上海 に派遣 した と馮 雪峰に伝 え，劉，

馮 と もう
一

人 で 新 し い 指導部 「三 人 団」 を組織す る よ う提案 した。8 月 8 日，馮 は上海 の

宣伝 工 作 の 見直 し を議論す るた め延安へ 赴 くこ とを要請 された 。
9 月 11 日 ， 潘漢年は宋

子文 に対 して 国民党の改組運動 を積極的に働 きか けなか っ た と 自己批判 し ，
「上海聯絡局」

責任者の 辞任を 申し出たが ，
13 日 ， 張か ら慰留 され た

7＞
。 毛沢東が

， 張 と連名で
， 潘や劉

に 対 して ， 「国民 党に 対 す る投降主 義の 傾向」 を是正 す る書簡を提出す る の は 10月 13 日

　 　 　 s）

で あ り　，11月 12 日 の 党活 動分子 会議 にお い て ， 統
一

民族戦線 にお け る投降主義 を示 す
一

例 と し て
，

上海 の 「章乃器 主義」 が名指 しで批判 され た の で あ っ た （「上海大 原失 陥以後

抗 日戦争 的形勢与任務」）。

　 こ こ に及 ん で ， 潘漢年 は ，
「まず国民 党を改組 し，そ の 後，政府 を改組 し，軍隊を改造

す る」 とい う中共 中央の 指示 に基 き，「章乃器 主 義」 を克服す る た め の 文章 を起 草 した 。

そ れ が 「群衆動員的基本 問題 」 （9 月 19 日）に他な らない
。 とこ ろが著者 は ， 潘の こ の 文

章が ， 保 甲制や紅槍会な ど既存の 基層組織 に依存 した民衆動員 しか構想で きなか っ た章乃

器 を批判 す る こ とを眼 目に書か れ た もの だ と解釈 した （72−75 頁）。 そ うした解釈 は ，
36

年の 救国会活動時の 両者 の 緊密な協力 関係 が なぜ こ こ に来 て急 速に冷却化 した か を合理 的

7）　中共 中央党史研 究室張 聞天選 集伝記組 ， 張培森主編 『張聞天 年譜 （1900−1976）』上巻，中共 党

史出版社，2000年 ， 311， 320，
343 頁 。

8）　 中共 中央文献研究室編 逢先知主編 『毛沢東年譜 （1893−1949）（修訂 本）』中巻，人 民出版社 ・

中央文献 出版社 ，
2013 年 ，

32 頁。
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に説 明で きるで あろ うか。両者の 論争の 背後 には 中共 中央 の 統
一

戦線をめ ぐる大 きな方針

転換が存在 した の で ある 。

　ま た著者 は ， 11A12 日の 毛の 会議報告が 『毛沢 東選 集』第 2 巻 （52 年 4 月 10 日）で

初め て公 表 された こ とか ら，「章乃器 主義亅 批判が 37 年当時の もの だ と判断するこ とに一

定 の 留保 を行 っ て い る よ うで あ る （19，69 頁）。 し か し， 「章乃 器 主義」 批 判 が 49 年 10

月以前に書 かれ た確 か な証拠 がある 。 まず ， それ は 中共 7全 大会 にて 中共党員に 向けて な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

された毛の 秘密報告 （45年 4 月 24 日）にお い て 言及 され た 。 また ， 評者 は 中共晋冀魯豫

中央 局編 『毛沢東選集』 （2 巻本，48年 ）を所持 して い るが （こ れ は ，
45 年 5 月 に鄰 拓が

主導 し晋察冀分局 中央宣伝委員会 が編纂 した 『毛 沢東選 集』5 巻本か ら数 えて 21 番 目の

版本で ，建国前 に 出版 され た最後の 選 集に 当た る）， そ の 上 冊 「三 ， 抗戦以来」 に は ， 現

在の 選集 の 文 章 と全 く同 じ もの が載 っ て い る。ただ し，晋冀魯豫 中央局本 には ，
「章乃器」

に関 して ， 現行本に ある よ うな注釈 （章 の 「少号召 多建議」 を取 り上 げ ， 直接人民に呼び

掛 け るの で はな く ， 国民党にだ け建議す る こ との 誤 りを説 き，最後に， 「し か し
， 彼は し

だい に こ うした誤 りを認識す るに至 っ た」 で終わ る）が ない
。 こ の 注 釈は

， 章立 凡が 「章
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1o）

乃器与 中共領袖們 （二 ）」　 で 明 らか に した よ うに ，
52 年 の 選 集第 2 巻 出版 に 当た っ て ，

毛が わ ざわ ざ章乃器 を中南海 に 呼び，章本人 の 了解 を得 た上 で加筆 した もの だ っ た 。

　もっ とも， 毛 が 「章乃器主義」 の 例 と して 『申報』37 年 9 月 1 日掲載の 「少 号召多建議」

を取 り上げるの は ， 歴 史の 真相 を歪 め るもの で ある 。 なぜ な ら，章立凡 も述 べ る通 り， 救

国会を救国協会 へ と改組す る際，銭俊瑞 らが会の 実権 を握 っ た こ とへ の 反発 か ら ， こ の 文

章は書か れ たの で あっ て ， 中共 中央の 政策を批判す る こ とが章乃器 の 当初 の 目的で は な

か っ たか らで ある 。
57 年の 反右派闘争が ， こ の 「章乃器 主義」 を激 し く弾劾 したこ とは

周知 の 通 りで ある 。 そ うした攻撃か ら章が 自分を守る最後の 砦は ，
「民族資産階級」 とい

うア イデ ン テ ィ テ ィ
ー

以外 に は なか っ た 。 悲 しむ べ き こ とに ，
67 年 に至 るま で ， 章乃器

が 自らを頑 なに 「民族主義者」 に比 定 した こ とで ， 彼 の 愛国の 主張が国際社会 へ と開か れ

てい た経緯は歴 史の 闇の 中に葬 られ る こ とに な っ た
。

皿　章乃器を 「中間党派」 の 代表者と見 る こ とは妥当か

　現代 中国が 「民主」 の 実現 を重要 な政治課題 と して い る こ とは事実で あ る 。 しか し，中

共が大陸に統
一

政権 を樹立す る過 程 で ， 民 主 の 実現 はプ ロ レ タ リア独裁に 従属す る政治 目

標 へ と変貌 した 。 1947年 11月 30 日の ス ター リン宛 て電報 で ， 毛沢東 が 民盟 を初め て 「民

主党派 」 と呼 んだ こ とが ， そ うした変貌 を象徴 して い る 。それまで 「中問党派」， 「各抗戦

9）　毛 沢東 「在中国共 産党第七次全 国代表大会上 的 口 頭政治報告」， 中共 中央文献研究室編 『毛沢

東文集』第三巻 ， 人 民出版社，1996年，316−317 頁。

10）　章立凡 「章乃器与中共領袖們 （二 ）」 の 「八 ，毛沢東礼賢下 士 」， 『百年潮』2000年第 4期，所 収 ，

を参照。
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党派 」，
「抗 日小党派」 と呼ばれた 第三勢力 は

，
48 年 1月 の 民盟 再建 と民革樹立 を境に，

中共 の新民主主 義に 賛同 し ， 中共 の ヘ ゲモ ニ ーを受け入れ る 「民 主」 党派 とな り ， 自由主

義 と社会主義の 間 で 第三 の 道 を模索す る 「中間」 党派 で ある こ とを止 め た
11）

。

　56年 11月 に至 り，事態は 更な る展開を遂 げた 。 毛 沢東 は， ス ター リン 死 後の 雪解けの

流れ が ， 未完の 東欧革命 を惹起 した こ とに衝撃 を受 け ， 8期 2 中全 会 （56 年 11 月 11−15 日）

にお い て ，
プ ロ レ タ リア独裁下 で党の 官僚 主義を告発 す る人 民 の 異議 申 し立 て の 権利 （デ

モ ・ス トライ キ の 権利）を 「大民主」 と名付 けた の で ある 。 国 際部の 王 遥や李之慎 に よる ，

憲政や議会制の 実現 とい う民主に 関す る建 議は
一

蹴 された
12）

。 こ の 直後の 整 風運動は ， 毛

か らす れ ば ， 多分に抑制 され た 「小 民主 」 に過 ぎず ， 文化大革命 にお い て ， 彼 は 自らが理

想 とす る （大）「民 主」 の 実現に 向 けて 最後の 闘争を展 開す るの で あ る。

　民盟や民建 の 構成員 は ，
48 年 の 「民 主党派」 とい う呼称 へ の 変更 を拒絶 して い ない 。

第三 勢力 と して 中国政治 を動か そ うとい う野 心 を ， 彼 らは 48年時点で 喪失 して い る 。 だ が ，

その 彼 らで さえ，プ ロ レ タ リア独裁 の 人民動員の 原理 に 民主が援用 され る こ とまで は予 期

で きなか っ た 。

　章乃器 を こ うした第三 勢力 の 動 きの 中に置 けば，彼 の 特異性 は よ り際立 っ て 現れ る 。 著

者 は，憲政 は民主 で あ る とい う毛沢東の テ ーゼ に よっ て ，章乃器 の 憲 政軽視の 思想 が生ま

れ た と考え るが （113− 114， 119頁）， 毛 が憲政を民主の 属性 と見な した こ とは ， 憲政 よ り

も民 主 を重 ん じた か らでは な い
。 毛 に と っ て は ， 憲政であれ ，民主で あれ ，い ずれ もプ ロ

レ タ リア 独裁に奉仕する道具に過 ぎない 。 章に お い て も，憲政な らび に 民主 は ，個 の尊厳

を超 える ， あるい は 同 じ こ とだ が ，
「強烈 な まで の 主体性 」 （219 頁 ）を凌駕する価値を持

つ もの で は なか っ た 。 若 き章 乃器 が 「征 求同 志」 （『新評論』 第 1期，27年 12月 15 日）

に 書い た よ うに
，

「完全 に傍観者 の 眼で ，公 平な議論 を発表す る こ と」 が ， 彼 の
一

貫 した

政治 目標で あ っ た
13｝

。 章 が 「第三 勢力 の 動 きに関与 した形跡」 （92 頁） をほ とん ど見 出せ

ない こ とには ， それ相応 の 理 由が ある。

　けれ ども， 矛盾 した こ とを述 べ る よ うだ が，章乃器 が傍観者の 眼に よる 「知 識人 の 統
一

戦線 の組織化」 を実際に 実現 で きた か否か は ， それ とはま た別 の 問題 で あ る 。
「知 識人 の

統
一

戦線を国 共両 党か ら 自律的 な存在 とす るこ とで ，そ の 政治的独 自性 を発揮 させ よ う」

（218頁） とする試 みは ，つ い に成 功す る こ とが なか っ た 。 む しろ ，
「社会主義との 親和 性

をそ の 政 治生 活 の 最後 ま で持 ち続 けた 」 （219 頁 ） と述べ る方が ，こ との 真相 に近い 。

　章乃器 とい う人物 は，国民革命 に 参加 したそ もそ もの 始めか ら， 「国共 両党か ら自律的

な存在」 どこ ろか ，中共の 同伴者に他な らなか っ た と言 うべ きで ある。 彼が 中共 との 間で

11）　胡大 牛主編 『中共 中央南方局統戦史論』人民 出版社 ， 2008年 ， 369−371頁 。

12）　 沈志華 『思考与選択』（中華人民共和国史・第三巻 （1956−1957））香港 中文 大学出版社 ，
2013 年 ，

432−434頁 。

13＞　李玉剛 「戦時章乃器 赴皖仕桂的前因 後果一 一
個来 自

“
第三方面

”
的独特個案」，中国社会科

学院近代史研究所民国史研究室，四川 師範大学歴史文化学院編 『一九四〇年代的中国』上 巻，社会

科学文献出版社，2009年，所収，を参照。
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密接 な関係 を構築す るに当た っ て は
， 長兄 の 章培と次弟の 章秋陽の 果た した役割が 大きい

。

章培 は ， 保 定軍官学校同期の 白崇禧 と深い 親交を結び ，次弟 の章乃器が救 国会 を組織す る

際，蒋介石 に 対抗す る統
一

戦線を築 き上 げる上で 重要 な橋渡 しを行 っ た 。 すで に紹介 した

27 年 3H の 上海武装蜂起 で は ，
三弟の 章秋陽と協力 して ，

12名の 中共 党員 を獄 中か ら解

放 し， 上海警察庁第
一

総局長 の 職 を解 か れ てい る 。
49年 2 月 に香 港か ら北京入 り し，建

国後は 中国人民解放軍軍事学院の 戦車組組長な どを務めた。
57 年に章乃器 が右派 と して

軟禁生活 に入 っ た後 ， 彼の 名誉回復 に奔走 した の は この 長兄 であ っ た
19）

。

　章乃器が 中共の 同伴者 となる上 で ， 次 弟 ， 章秋 陽が 与 えた影響 は よ り甚大で あ っ た。章

乃器 は こ の 次弟の 求 め に応 じて ，実業家銀行副経理 ， 徴信所理事長 とい う社会的地位 に応

じた金銭面 での 援助や社会上 層の ネ ッ トワ
ー ク提供 を中共に 対 して行 っ た 。 そ うした 中共

との 協力関係は ，彼が安徽省 の 国 民党政府官僚に転身 した後 も ， 新四軍 へ の 資金援助 とい

う形で 継続した 。 民建の 創設 も ， 単純な中間党派 の 組織化で は なか っ た 。 45 年 9 月 17 日 ，

重慶談判 に臨ん だ毛 沢東 と初 めて 出会 っ た際，中国民 族工 業の 更 なる発 展 を嘱望 され ，中

共 の 民族資本援助の 具体策を紹介 され た こ とが
， その 直接 の 契機 とな っ て い る

15）

。 民建 は ，

中共 中央 南方局 （王 明 ， 周 恩 来 を指導者 とす る） に よ っ て ，統
一

戦線結成 の た め 39 年に

組織 された 「星 五 聚餐会」 を母体 とする と言 っ て も良く ， そ こで は胡子嬰 も重要な役割 を

演 じて い た 。 章乃器が 中共 の 深 い 影響下 に あ っ た こ とは ， 彼 の 知人 に も広 く認識 され て い

た。45年以後 の 香港で の 共 同事業者で あ る陳光甫が 48年 12H28 日に 記 した 日記 には ， 『大

公 報』が 主催 した幣制座談会 に参加 した際 ， 千家駒や章乃器 が浅薄極 ま りない マ ル ク ス 主

義経済学を信奉 して い る こ とを痛罵する件が ある
16）

。

　傍観者 の 眼 を持 ち なが ら ， 行動様式 と して は 中共の 同伴者 た らざる を得 なか っ た こ と。

そ の 矛盾が一
挙に 噴出す るの が 57 年の 反右派闘争で あっ たの は言 うまで もない 。

　そ うした 中共 の 同伴者 ， 章乃器 が深 く共鳴 した 政治家が劉少奇 で あ る と著者 は述 べ ，劉

の 「天 津講話」 と章の 経済思想 の 類似性 を追跡 した （134− 137頁）。そ の 有効性 を認 めた

上 で ，評者 は こ こで
， 劉以外 に章乃 器に影響を与 えた 中共の 人物 として陳雲 を取 り上 げた

い 。

　陳雲 は ，上 海商務印書館党組織 にお け る章乃器 の 次弟 ， 章秋陽 の 同志 で ある 。
1935 年 7

月 初め ， 遵義会議で 生 まれ た新 し い 指導部や長征の 経過 を コ ミン テ ル ン に 伝達す る 途上 ，

上海に滞在 した折 ， 白色テ ロ の 立 ち込 め る上海で 陳雲が まず連絡 を試み た の が ， 上海 の 有

力実業家で ある章乃器 だ っ た 。 彼 を通 じて ， 陳は章秋陽を始 め とす る上海地下 党組織を見

っ けるこ とがで きた
且了）

。 建 国後 の 49 年 7 月 12 日 ， 陳を責任者 とす る 中央財経委員会 が発

14） 陳木 雲 「陸軍 大 学主任教官 章培 中将」，『青 田百名将軍録』42 （『陳木 雲博客』http：〃 qtcmy ．

blog．163．　com ／blog／staticf9356432020121044123362 ／） （2014 年 8 月 23 日閲覧）を参照。

15）　前掲 『毛沢東年譜 （1893 −1949） （修訂本）』下巻 ，
26 頁 。

16）　 上海档案館編 『陳光甫 日記』上海書店出版社，2002年，212頁。

17）　 中共中央文献室編，金沖及
・陳群主編 『陳雲伝』（上）， 中央文 献出版社，2005 年，179−181 頁。
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足 し た際 も，章乃器 は委員 の
一

人 として参画 した。陳本人が証言 した よ うに ，こ の 財経委

員会で の 章乃器の 最大の 貢献は ，「統
一
購入 ・統

一
販 売」 政策の 策定で あ っ た 。 それは ，「買

付 ・配給」 と言 う言葉が 強制的な響 きを持っ の を嫌 っ た毛沢東 に対 して ，章が提案 した造
　 　 　 　 　 Is ）

語 で あ っ た　 。 陳雲は，改革開放後，中央紀律検査委員会 委員長 と して 章乃器 の 名 誉回復

を実現 した 。

　丁 東が紹介す る 『中国国家機 関党委対 106名右派分子 的処 理意見』 （58 年 2 月 9 日） に

よれ ば， 章乃器は ， 反革命の 度合い に 応 じて 6 レ ベ ル に分け られ た罪刑確定にお い て
， 軽

い 方か ら 2 番 目の 「5 類」 （降職 ・降級 ・降薪） に分類 され て い た 。 章 は，右派 の 中で 最

後まで 罪状 を認 めず，「極右 分子」 の レ ッ テ ル を貼 られ た人物で ある。 そ の 人物 が なぜ ，

こ の よ うな軽罪で済ん だの か 。 章の 「国際的」 知名度 にその 理 由がある と丁東 は分析 して

い る 。 章乃器 だけで は ない 。 章伯釣 ，羅隆基，費孝通 な ど名だた る 「民 主党派」 出身者は

全 て 4 〜 5 類の 処分で あっ た 。
い ずれ も ， そ の 「国際的」 知名度を中共中央が考慮 したた

め で ある 。 他方で ， 顧 准 ， 戴煌 らは 1 級処分 を受 け ， 労働教養 と監督労働 に服 した 。 に も

か かわ らず，丁東 も述 べ る通 り，こ うした試練 を契機 に，彼 らは 不朽 の 著作を世 に残す こ

　 　 　 　 　 19）

とがで きた　 。 傍観者の 眼を持 ち，中共の 同伴者 と して 行動 した章乃器 は ， 同 じ頃 ， 北京

飯 店 で 「小姐 」 た ち と日々 ダン ス に興 じて い た。彼 の 肉体 を救済 した の は，そ の 民族主義

者 の 矜持 で は な く， 国際主義者 として の 知名度 だ っ た 。 しか し，彼は その 精神 を も救済 さ

れた の だ ろ うか 。 退廃的 とも見 える彼 の 晩年 は ， 傍観者の 眼 を持 ちな が ら， 傍 観者で あ る

こ とを最後ま で 貫け なか っ た人 生の 悲哀 を漂 わせ て い る。

　章乃器 の 愛 国 と民主 は
，

その 証言の 重層的 な構造に光 を当て た とき ， 思い が けない 陰影

に 富んだ姿 を我 々 の 前に 現出す る 。 しか し ， 彼の 愛国 と民主 を最終的 に挫折 させ た もの は ，

愛国 と民 主を背後 で使唆する極権主義に他 な らなか っ た。

　章乃器 に 関す る我 が国で 最初の 専論 で ある本書 を検討 して 改 めて痛感す るの は ， 現代 中

国の 愛国 と民 主が ，
「国民国家」 （vii 頁）建設 とい う同質的空間を創 出する試み とは大 き

く異なる機制に支配 され て い る こ とだ。章乃器 の 思想の 中に 「国民国家」 建設 の契機 を見

出す試み は， 「国民国家」 とは似 て も似 つ か ぬ怪物 に 翻弄 され る結果 に終わ る 。 そ う述 べ

た か らと言 っ て ， 章乃器 の 思想 と行 動 を探 求す る とい う困難極ま りない 仕 事を最初 に成 し

遂げたの が 本書で ある とい う名誉は些 か も損 なわれ る もの で はない 。評者の 限 られた知識

の た め，本書が提起 した全て の論 点を考察す るこ とは で きなか っ た 。 また ， 行論に は武断

に過 ぎる と こ ろが 多々 あ る と思 う。 識 者 の 寛恕 を請い た い
。

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 （おがた　やす し ・神戸大学大学院人文学研 究科教授）

18）　同上 ，850−851 頁。

19）　丁 東 「『中国国家機 関党委対 106名右派分子処理意見』研究」，『1950−1960年代 中国当代社会

史史料研 討会』華東師範大学 2010．12，18− 19，所収，を参照。
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